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【研究活動の要約】 

本研究は，コウゾの有効利用としての，環境浄化材への応用を目指したものである。 

 京都府の無形文化財である黒谷和紙，この原料として利用されてきた綾部市白道路の楮（コウゾ）。

和紙製作には，コウゾ外皮が用いられる一方で，コウゾ芯は廃棄，あるいは燃料としての利用しか無か

った。しかし，コウゾ芯は実にきれいな構造をしており，気孔率も高く，これを炭にして利用できない

か？ということを勘案した。結果，600度で焼成することにより，コウゾ芯の優れた構造を維持して炭

化でき，悪臭成分に対する捕捉能を示した。また，現地での生産に関しても一定の成果を得た。 

これにより，コウゾ栽培の活性化と黒谷和紙での利用拡大を図ることに道を得た。 

【研究活動の成果】 

 コウゾ芯を 500 度～600 度で焼成することにより，気孔率 0.8（体積の 8 割が空隙）という希に見る

多孔質炭を得ることができた。さらに，綾部市白道路において，燻炭製造時に，コウゾ芯を長いまま入

れ込むことで，発生熱量を有効利用して原料構造を損なうこと無く，炭を得ることができた。 

 コウゾ炭は，代表的な竹炭とは異なり，比較的極性の高い化合物に対する吸着能を有していることが

明らかとなった。つまり，悪臭成分でもあるカルボン酸，アンモニアに代表されるアミン化合物，さら

には，毒性もあるフェノール類，カルボニル化合物であるホルムアルデヒドにも高い吸着能を示す事が

クロマトグラフィー的に明らかとなった。 

 また，コウゾ炭は，自重の 3倍の水を吸い上げることが可能であり，濁り水等の浄水においても極め

て優れた浄化能を示す事が明らかとなった。 

 コウゾの有効利用として，現在，コウゾからの抽出分離成分に関して，成分同定を進めており，従来，

廃棄されてきたコウゾ芯の新しい利用に関しても歩みを進めている。 
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参考（イメージ図、活動写真等） 

私達が目指しているのは，和紙を含む，楮（コウゾ）の丸ごと有効利用です。 

コウゾ芯は，炭として，外皮は和紙⇒和紙繊維として，それぞれの特徴ある物質吸着能をハイブリッド

化を試みています。 

 綾部市白道路でのコウゾ炭作製を目指して，京都府立大学

実験室で得られた最適コウゾ炭作製温度を踏襲しつつ作製

する方法を模索したところ，現地のアイディアで，燻炭製造

時に装置（右写真）にコウゾ芯をそのまま入れることでコウ

ゾ芯の極めて美しい構造を維持して炭を得ることが出来ま

した。 

実験室では小さな炭しか作製出来ま

せんでしたが，左写真のように，こ

の方法では，長い炭を得ることが可

能であり（左は比較用のペン）コウゾ芯の構造をより活かした利用が可能になる

ものと研究を続けています。 

本法は，他の地域の方からも興味を持って頂き，問合せも来ております。 

お気軽にお尋ね下さい。 


